取扱説明書 


保証書別添付 


日立電気掃除機 

型式 

CV-SR 3300 





このたびは日立電気掃除機をお買い上げいた 
だき、まことにありがとうございました。 

この掃除機は家庭用です。業務用や掃除以外 
の目的にはご使用にならないでください。 

ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読み 
になり、正しくご使用ください。 

お読みになつたあとは、保証書とともに大切 
に保存してください。 


「安全上のご注意」 〈 P .4 〜5〉 をお読み 
いただき、正しくご使用ください。 


HITACHI 

Inspire the Next 


も < じ 


ご使用の前に 


參各部のなまえと組み立てかた 

參安全上のご注意 . 

參使用上のお願い . 



使いかた 


參運転のしかた . 

參運転時の機能について . 

. 本体のランプ(光サイン） . 

. パワーモニター . 

. メ □ディー（ブザー音） . 

. 自動スパイラル除じん機構 . 

.「 eco これつきりボタン」による自動運転— 

參お掃除のしかた . 

• パワーヘッド . 

• パワーへッドの持ち上げ停止スイッチについて… 
. クルッとヘッド.ぺタリンコ構造 • 

. クルッとブラシ . 

.ワイド曲がるロング吸口 （ D - SH 6)■ 

• すき間用吸口 . 

• あると便利な別売り吸口 . 



お掃除が終わったら 

參ごみの捨てかた . 

16 

. ダストケースの取り出しかた . 

16 

. ごみすてラインの確認のしかた . 

16 

• ダストケースのごみの捨てかた . 

17 

[1] 「立体フイルター」のごみの捨てかた . 

17 

0 「クリーンフイルター」のごみの捨てかた… 

18 

• テイツシュペー•パーの取り付けかた ■■■■ 

19 

. ダストケースの取り付けかた . 

20 

•あとかたづけ . 

21 

. 電源コードの巻き取りかた . 

21 

• 収納のしかた . 

21 

參吸込力が弱くなったら . 

22 

參お手入れのしかた . 

25 

• 本体 • 標準付属品 • 付属応用部品- 

25 

• パワーへツド . 

25 


こんなときは 


參故障かなと思ったら•■… 
參ァ フターサー ビスと保証 

參別売り部品 . 

•仕様 . 


27 

30 

31 
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各部のなまえと組み立てかた 


スライドつまみ < P .6> フック 〈 P .14、15〉 


パワーモニター 〈 P .8〉 


ポタン 





クルツとブラシホーススタンド延長管 
八ワーへッド < p .12> ( P .21) 

〈 P .8、11、12、25、26〉 

參パワーヘッド、クルッとブラシ、延長管を外す 
ときは、ボタンを押しながら抜いてください。 


裏側 持ち上げ 

停止スイツチ 

回転ブラシ 
(ナノチタン回転ブラシ） 




r 標準付属品 ^ 

パヮーヘッド （1 個） 

(ワイドごみハンターヘッド） 

V 

延長管 （1 本） 

(サツと ズーム パイプ） 

ホース （1 本） 


付属応用部品 


サツとハンドル （1 個) 



お手入れブラシ （1 個） 

ダストケースふた底面に^ 
取り付けられています ) 



クルツとブラシ （1 個) 
( P .12) 



すき間用吸口 （1 個) 
( P .15) 



ワイド曲がる□ング吸口 〈P 13、14〉 

吸ロホルダー （1 個） 
( P .14) 

別売り部品接続用アタッチ 
メント （1 個） ( P .15) 

曲がる□ング吸口 
( D - SH 6)(1 個） 

ワイドブラシ （ SH 6) 
(1 個） 






テイッシュペーパー 

(1 枚) ( P .19) 

f ダストケースに取り、 
(付けられています ) 
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ボタン 


手もと操作部 
グリップ八ンドル 
運転スイッチ <P.7> 
手もとレバー <P.6> 


上ふた電源コード巻き取り 
ボタン <P.21> 

可動八ンドル 



取り外しポタン 
(青いボタン） 

(P.23) 



本体のランプ(光サイン) 

<P.8> 


サイクロン室の構成 

〈P.23、24〉 



排気口 
電源コード 
排気口 
電源プラグ 
車輪 


ダストケースの構成 〈P. 16〜19、22〉 


ごみ捨て 
ボタン 

立体 

フイルター 


ダスト 
ケースふた 



フイルター 
お 手入れ ボタン 
クリーンフイルター 


お手入れブラシ 
ダストケースふた底面に\ 
取り付けられています 


サツとハンドルの取り付けかた 


_ P 皆段など狭い場所で本体を持ち運ぶときは、サツと八ンドルを使うと便利です。 


n サツとハンドルを本体つぎ'てに取り付ける 


本体つぎて 


サツと八ンドル 




V 


本体つき■'てを本体に差し込む 


本体つぎて 



各部のなまえと 
組み立てかた 
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安全上のご注意 


必ずお守りください 


ご使用になる人や、ほかの人への危害、財産への損害を未然に防止するため、お守りいただくことを次の 
ように説明しています。また、本文中の注意事項についてもよくお読みのうえ、正しくご使用ください。 

■表示内容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、 
説明しています。 



△警告 


A 


絵表示の説明 


「警告や注意を促す」内容のものです C 


0 


してはいけない「禁止」内容のものです C 


❶ 


必ず実行していただく「指示」内容の 
ものです。 


A この表示の欄は、「死亡または 

也警告 重傷を負うことが想定される」 
内容です。 


A 注意 


この表示の欄は、「軽傷を負う 
ことが想定されるか、または 
物的損害の発生が想定される」 
内容です。 


異常 • 故障時には直ちに使用を中止する 



•スイツチを押しても、運転しない•運転中、時々止まる •ホースが破れている 

• 電源プラグやコードを動かすと、 • 運転中、異常な音がする • こげくさい“におい”がする 

通電したりしなかったりする • 本体が変形したり、異常に熱い • その他の異常がある 

発煙•発火 • 感電のおそれがあります。 

すぐにスイツチを切り、電源プラグを抜いて、，販売店へ点検•修理を依頼してください。 


電源(コンセント • プラグ•コード) 

參定格1 5 A 以上 • 交流1 00 V のコンセ 
ントを単独で使う 

•電源ブラグは根元まで確実に差し込む 
•ごみ捨てやお手入れの際は、電源プラグ 
をコンセントから抜く 
參電源プラグのほこりなどは定期的に 
乾いた布でふき取る 


0 •電源コードを傷つけない 

广傷つけ.加工.無理な曲げ.引つ1 
張り•ねじり•重いものを載せる • 

Is 挟み込むなどしない ) 

•傷んだ電源コード • 電源プラグ、 
ゆるんだコンセントは使用しない 
•電源コードを回転ブラシに巻き込まない 
•ぬれた手で抜き差ししない 

火災•感電の原因となります。 



パワーヘッド(吸込口） 

0 •回転ブラシや持ち上げ停止スイッチには触れない 
けがの原因となります。 

特にお子さまにはご注意ください。 



持ち上げ 
停止スイッチ 



そのほか 

0 •引火性のもの、可燃物、火気のあるものの近くで使用しない、 
吸わせない〔灯油、ガソリン、シンナー、ベンジン、トナ_、 
可燃性ガス（スプレー)、たばこの吸い殻など〕 

參押しピン、針、つまようじ、じゆうたん洗浄剤などの泡のような 
ものを吸わせない 

參改造はしない。修理技術者以外の人は、分解したり修理をしない 
參水洗いをしたり風呂場で使用しない(水洗いできる部品は除く） 

爆発•火災•感電 • けがの原因となります。 



コピー用のトナー • 
鉄粉•洗剤 • 多量の 
小麦粉など 



押しピン. I ? 
豫ようじ 


じ♦うた參 
洗浄斉! I などの泡 
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△注意 


電源(コンセント • プラグ • コード） 

〇 參使用時以外は、電源プラグをコンセントから抜く 
絶縁劣化による感電 • 発火の原因となります。 

_電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに先端の電源プラグを持って引き抜< 
電源コードが傷つき、シヨート（短絡）して感電.発火することがあります。 

_電源コードを巻き取るときは電源プラグを持つ 
電源プラグが当たってけがをすることがあります。 


パワーヘッド(吸込口） 

0 _運転中に吸込口をふさいで、スライドつまみをスラ 
イドさせたり、手もとレバーを引かない 
延長管が急に縮んで、けがをすることがあります。 
參吸込口をふさいで長時間運転しない 
過熱による本体、パワーへッドの変形 • 発火の原因 
となります。 

_ほかの製品に取り付けて使わない 
過熱によるパワーへツドの変形 • 発火の原因となります。 


手もとレパ'一 




ホース • 延長管 

0 參 ホースや延長管の先端で掃除をしたり、ホース 
差し込み口、ホース、延長管の接点にピンなど 
を入れない 

シヨート(短絡)して感電 • 発火の原因となります。 



排気口 

0 


_排気口をふさがない 

過熱による本体の変形 • 発火の原因となります。 
•排気口から出る風を、長時間身体に当てない 
低温やけどをすることがあります。 


0 


[長時間身体に当てないI 



そのほか 

•火気に近づけない 

本体の変形によりシヨート（短絡）して感電 • 発火の原因となります C 
排気により炎が大きくなり、火災の原因となります。 


使用上のお願い 


故障などを防ぐために、次のことをお守りください。 

また、本文中の事項についてもよくお読みのうえ、正しくご使用ください c 


•電源コードは赤印以上無理に引き出さない 

断線の原因となります。 

參ホースや延長管の先端で掃除しない 

接触不良や破損の原因となります。 

_持ち運びするときは、ホースを持ってぶら下げない 

ホースの破損の原因となります。 

•本体に乗らない 

故障の原因となります。 


參次のようなものは吸わせない 

異臭や故障の原因となります。 

-水や液体•湿ったもの_吸湿剤(湿気取り） 
• 多量の砂や粉 • 長いひも • ガラス 

參水洗いした部品は十分に自然乾燥させる 

異臭や故障の原因となります。 


安全上のご注意 


使用上のお願い 
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.グリップ 



/スライド 
つまみ 


調節 


運転のしかた 

電源コードを引き出し、電源ブラグをコンセントに差し込む 

•電源プラグをコンセントに差し込むと、メロディーが鳴り、自動スバイラル除じん機構が 
作動します。 〈 P .9〉 

#本体にホースが差し込まれていないと、自動スパイラル除じん機構は作動しません。 



赤印黄印 


❷ 


延長管の長さを調節する 

パワーへッドに足を添えて、手もとレバーを引きながら 
グリップハンドルを上下させる 

または、スライドつまみをスライドしながら、延長管を 
伸縮させる 


△警告 


火災のおそれあり 

定格1 5 A 以上 • 交流 1 00 V のコン 
セントを単独で使う 

•延長コードを使用したり、ほかの家 
電製品と同一のコンセントをご使用 
にならないで < ださい。 



△警告 


けがのおそれあり 

•運転中はパワーへッドに足を添えな 
いでください。巻き込まれるおそれ 
があります。 


パワーへツドに足を添える 


•手もとレパーを使って延長管を伸ばすときは、 
確実にレパーを引いてください。 

パワーへツドが外れることがあります。 


△注意 

けがのおそれあり 

♦運転中に吸込口をふさいで手もとレ 
パーを引いたり、スライドつまみを 
スライドさせたりしないで < ださい。 
延長管が急に縮むことがあります。 
•延長管のすき間に手などを入れない 
で < ださい。 



•掃除をするときや延長管を縮めると 
きは内パイプの凹凸部を持たないで 
ください。 

手を挟むことがあります。 



内八°イプ凹凸部 



ff ⑸ 
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❸ 


お好みで運転したいとき 


押すごとに「強」 —「中」— 「弱」— 「強」 ■ 
の順に切り替わり、運転します。 

じゆうたんの念入りな 
お掃除に 


□ 

圖 


ふつうのお掃除に 

ゆか、たたみなどのお掃除に 
静かにお掃除したいときに 


本体の運転状態に合わせて、回転 
ブラシの回転速度が切り替わります。 


自動で運転したいとき 


「これつき 1 りボタン」を f 甲して 
運転すると、センサーがゆか面の 
種類や状態と、パワーヘッドの操 
作のしかたを感知して、自動で「強」 
「中」「弱」運転を切り替えます。 
また、パワーへッドの操作停止を 
感知すると、自動で待機運転に切り 
替えます。 〈 P .10〉 

自動運転に合わせて、回転ブラシ 

の回転速度も切り替わります。 


センサーは、次のようなことを 
感知して自動で運転を切り替え 
ます。 

•ゆか面の凹凸や傷み 
•じゅうたんの毛の向きや倒れ 
目合 

•/\。ヮーへッドの操作速度および 
方向転換 

•パワーヘッドの操作停止 

このため、同じようなゆか面を 
お掃除していても、運転が切り 
替わることがあります。 


手もと操作部 



回転ブラシ(パヮ-ブラシ)の回転を止めたいとき 


運転中に押すごとに「切」4「入」4 
「切」…の順に切り替わります。 

本体の運転が止まっているとき 
に、「パワーブラシ切/入」スイッチ 
を押しても、掃除機は運転しません。 
また、回転ブラシも回転しません。 
「033これっきりポタン」で運転中 
は、「パワーブラシ切/入」スイッチ 
を押しても、回転ブラシの回転は 
止まりません。 


お好みで除じんしたいとき 


本体の運転が止まった状態で、「パワー 
ブラシ切/入」スイツチを長押し (3 秒以上） 
すると、除じんします。 〈 P .9〉 


運転を止めたいとき 


「切」スイッチを押します。 

本体の運転を止めると、メ □デイーが 
鳴り、自動スパイラル除じん機構が作動 
します。（自動スパイラル除じん樹冓「入」 
設定時 < P .9>) 


自動スパイラル除じん腦「切/入 j を切り替えたいとき 


本体の運転が止まつた状態で、 「切」 スイッチ 
を長押し （5 秒以上)すると、除じんしない 
ように設定できます。元に戻す場合は、 
もう一度 「切」 スイッチを長押し （ 5秒以上) 
してください。 〈 P .9〉 


A 注意 


けがのおそれあり 

♦吸込口をふさいで、「強/中/弱」スイッチ 
や rggg これっきりボタン」を押さな 
いでください。 

ホースが急に縮んで、本体が転倒する 
ことがあります。 



上ふたが開いているときは、本体は運転しません C 


運転のしかた 
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運転時の機能について 

•運転状態のお知らせや、お手入れ、自動運転などの機能で便利にご使用いただけます。 


本体のランプ(光サイン) 




点灯 

1 W — しれつきりボタン」による自動運転のお知らせです。 < PJO > 

点滅 

待機運転 • 自動停止(アイドリング&ストップ)のお知らせです。 < P . TO > 


点滅 

フイルターお手入れ 〈 P .22 〜24〉 のお知らせ（目安)です。 

赤点滅した状態で「切」スイッチを押して本体の運転を止めると、ブザー音が鳴り、 

本体のランプが赤点滅します。※ 


1 「弱」運転や待機運転のときは、本体のランプは赤点滅しません。 
また、ブザー音も鳴りません。 


♦細かい砂ごみ、土ぼこりを吸わせたとき 

少量のごみでも「本体のランプ」が赤点滅することがあります。 

このようなときは、ごみ 捨て/フイ ルターのお手入れをしてください。 〈 P .17、18、22 〜 24〉 
•毛足の長いじゆうたんなどで吸込口がふさがれたときや、ワイド曲がる□ング吸口などをご使用のとき 
吸込風量が少なくなるため、ごみの量に関係なく「本体のランプ」が赤点滅することがありますが、 
r 本体のランプ」の赤点滅が消灯すれば、そのままご使用いただけます。 

•延長コードを使用したり、ほかの家電製品と同一のコンセントをご使用のとき 
電源電圧の低下により、早期に「本体のランプ」が赤点滅することがあります。 

定格1 5 A 以上 • 交流1 00 V のコンセントを単独でご使用ください。 


パワーモニター 


•パワーモニターの色で、本体の運転状態や回転ブラシの回転速度をお知らせします。 


パワーモニターの色 

赤 

だいだい 

緑 

本体の運転状態 

強 

中 

弱/待機運転※ 

回転ブラシの回転速度 

速い 


> 遅い 


※待機運転になるのは、「033これっきりボタン」による自動運転中のみです。 



「 E ® これっきりボタン」で自動運転しているときは、運転状態に合わせて 
パワーモニターの色が3段階に変わります。 
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メロディー(ブザー音) 


運 


•本体の状態をメ□デイ-とブザ-音でお知らせします 。 I 


メ □デイー(ブザー音） 

本体の状態 

「ピロ □ン」 

•自動スパイラル除じん機構が作動するとき 

♦自動スパイラル除じん機構を「入」設定に切り替えたとき 

「ピーピーピー」 

♦本体のランプが赤点滅した 〈 P .8〉 状態で「切」スイッチを押して、 

本体の運転を止めたとき※ 

「ピピピ ... 」 

•上ふたが開いた状態で、 

電源プラグをコンセントに差し込んだとき 

0 「強/中/弱」スイッチ、または「^3これっきりボタン」を押したとき 

「ピー」 

♦自動スパイラル除じん機構を「切」設定に切り替えたとき 


※自動スパイラル除じん機構「入」設定の場合のみ、メ□デイーが鳴り、自動スパイラル除じん機構が 
作動したあと、「ピーピーピー」と鳴ります。 



自動ス八°イラル除じん機構 


•除じん専用モーターにより、「スパイラルワイヤー」がクリーンフイルターを強力に振動させ、付着した 
チリを落とします。クリーンフイルターの目詰まりが抑えられるので、吸引力が持続します。 

除じん中は、カタカタ音がしますが異常ではありません。 


自動スパイラル除じん機構の作動 


次のとき、自動スパイラル除じん機構が作動します。 

• 電源ブラグをコンセントに差し込んだとき 
•「切」スイツチを押して、本体の運転を止めたとき※ 

※自動停止 〈 P . 10〉 中は、「切」スイッチを押しても 
自動スパイラル除じん機構は作動しません。 


•そのほか、次のような操作ができます。 



r 

お好み除じん 

本体の運転が止まった状態で「パワーブラシ切/入」スイッチを長押し （3 秒以上） 

する （メ□デイーは鳴りません） 

•自動スパイラル除じん機構「切」に設定の場合も、お好みで除じんできます。 

除じん停止 

• 除じん中に「切」スイッチを押す 

• 除じん中に「強/中/弱」スイッチ、または 「 S 33 これっきりボタン」を押す 

(本体が運転します） 

自動スパイラル除じん 
機構「切/入」設定の 
切り替え 

本体の運転が止まった状態で「切」スイッチを長押し （5 秒以上)する 
.「入」—「切」：ブザ-音「ピ_」 

.「切」—「入」：メ □デイー「ピ□ロン」 

參工場出荷時は、自動スパイラル除じん機構「入」に設定されています。 


•自動スパイラル除じん機構を「切」設定にすると、クリーンフイルターが目詰まりしやすくなるため、 
お好みで除じんするか、こまめにクリーンフイルターのお手入れ 〈 P .22〉 をしてください。 

•上ふたが開いているときは、安全のために除じんしません。 

除じん中に上ふたを開けた場合 〈 P .16〉 は、除じんが止まります。 

♦本体にホースが差し込まれていない場合、電源プラグをコンセントに差し込んでも、除じんはしません。 
(メ □デイ _ は卩鳥ります） 
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運転時の機能について(続き) 


「 eco これつきりボタン」による自動運転 


•センサーがゆか面の種類や状態と、パワーへッドの操作のしかたを感知して、自動で「強」「中」「弱」運転 
や消費電力を抑えた運転 f アイドリング&ストップ)に切り替えます。 



パワーへッドを前後に動かす 

ゆか面に適した自動運転を開始します。 



#「これっきりボタ ン」 による自動運転を始めると、本体のランプが緑に点灯してお知らせします。 〈 P .8〉 


待機運転 • 自動停止 (アイ ドリング& ストップ) について 

•センサーがパワーへッドの操作停止を感知して、自動で待機運転に切り替えます。 
•パワーへッドを前後に動かすと、ゆか面に適した自動運転を再開します。 

•待機運転が約40秒続いた場合、本体の運転を自動停止します。 


^ 一 

待機運転(アイドリング） 

自動停止(ストップ） 

本体の運転状態 

微弱 

停止 

本体のランプの色 

緑点滅 

緑点滅(約1〇分後に消灯します)* 

パワーモニターの色 

緑 

消灯 

運転を再開するとき 

• パワーへ ツ ドを前後に動かす 
ゆか面に適した自動運転を再開します。 

• 「^)これっきりボタン」を押す 
ゆか面に適した自動運転を再開します。 

• 「強/中/弱」スイッチを押す 
「強」運転を開始します。 

ノ 


※緑点滅中に「切」スイッチを押す、または上ふたを開けると、本体のランプが消灯します。 


こんなときは 

•パワーへッドをゆか面から浮かせているときは、パワーへッドを浮かせる前の運転状態を保ちます。 

ただし、待機運転中は「弱」運転に切り替わります。 

•「 ec □こ れっきりボタン」で自動運転中に、パワーヘッドを取り外したときは、パワーヘッドを取り外す前の 
運転状態を保ちます。 

ただし、待機運転中は「弱」運転に切り替わります。 

•パワーへッドを取り外した状態で、「 eco これっきりポタン」を押して運転を開始したときは、「強」運転を 
保ちます。 

♦「 eco これっきりポタン」で自動運転中は、「パワーブラシ切/入」スイッチを押しても、回転ブラシの回転は 
止まりません。 

•「パワーブラシ切/入」スイッチを押して回転ブラシの回転を止めた状態で、「 eco これっきりボタン」を押して 
運転を開始したときは、回転ブラシが回転します。 

參本体のランプが赤点滅しているとき 〈 P .8〉 は、待機運転に切り替わりません。 

L _ 4 


tfSlMO •ゆか面の種類や、パワーヘッドの操作のしかたによって、待機運転になりやすい場合があります。 
その場合は、お好みで運転してください。 〈 P .7〉 

♦パワーヘッドの車輪、ハケ、回転ブラシが磨耗していると、センサー 
がゆか面の種類や状態と、パワーへッドの操作のしかたを正しく感知 
できないことがあります。 

磨耗しているときは、お早めにお買し〜上げの販売店にご相談ください。 

(車輪、ハケ、回転ブラシは同時交換をおすすめします） 〈 P .30、31〉 
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お掃除のしかた 


パワーへツ 


•ゆか面に合った操作のしかたで、上手にお掃除ができます。 

じゆうたん 


前後に動かしてお掃除します。引くときにごみがよく取れます。 

•初めてお掃除するじゆうたんの場合、あそび毛がたくさん取れることがあります。 


ゆか•たたみ ゆか面の傷つき防止のため、ゆかやたたみの目にそって動かします c 


けがのおそれあり 

/ K •パワーへッドを引くときに、身体の一部(足の上など）に乗り上げな 
いようにご注意ください。巻き込まれるおそれがあります。 



お 

除 

の 

し 

か 

た 



ゆか面に傷を付けるおそれあり 

♦特にひのきやクッシヨンフロア※などのやわらかいゆかの場合、運転 



中はパワーへッドを同じ位置に止めたままにしないでください。 



また、パワーへッドをゆか面に強く押しつけないでください。 


A 注意 

•車輪にごみが絡みつくと、車輪が磨耗する原因となります。 


定期的にお手入れしてください。 〈 P .25〉 

車輪!/リハヶ 

#車輪、ハケ、回転ブラシが磨耗しているときは、お早めにお買い上げ 


の販売店にご相談ください。（車輪、ハケ、回転ブラシは同時交換を 

Mr \ 


おすすめします） 〈 P .30、31〉 



※クッシヨンフロアとは、表面に塩化ビニルなどを用いたクッシヨン 


V 

性のあるゆか材のことです。 

回転ブラシ 

_ y 


¢■0 •ゆか面の種類によっては、操作が重くなることがあります。 
このようなときは、「弱」運転に切り替えてください。 


パワーへツドの持ち上げ停止スイッチについて 


パワーへツドをゆか面から浮かせると、安全のために持ち上げ停止スイツチが働いて、回転ブラシの 
回転が止まります。 



•持ち上げ停止スイッチ部のお手入れは 〈 P .25〉 

けがのおそれあり 

警告♦パワーヘッドの回転ブラシや持ち上げ停止スイッチには触れないでください c 
回転ブラシが回転することがあります。特にお子さまにはご注意ください。 


運転時の機能について 
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お掃除のしかた(続き) 


クルッとヘッド • ぺタリンコ構造 


•グリップハンドルをひねると、パワーへッドの向きが変わります。 


左にクルツ右にクルツ 



•べッドの下など低い場所でも奥までしっかりお掃除できます。 

また、パワーへツドをクルツと回してすき間もスムーズにお掃除できます。 




•パワーヘッド（または延長管）を外すとブラシが出ます。 
ブラシを回して角度が変えられる吸口です。 

パワーヘッド（または延長管 ） を元どおり取り付けると、 
ブラシが収納されます。 

參延長管または手もと操作部に取り付けてご使用ください。 



延長管に取り付けて使用する 手もと操作部に取り付けて使用する 

クノレツとブラシのボタンを押してパワーへツドを取り外す クルツとブラシのボタンを押して延長管を取り外す 



使用中にブラシが外れた場合(ブラシの取り付けかた） 
ガイドの挿入溝を、回転レールの先端に合わせる 
a ブラシを押しつけながら、回転させる 



※手もと操作部に取り付けるときは、収納フックを 
ホース側にスライドしてください。 〈 P .21〉 


△注意 

傷を付けるおそれあり 

• ピアノなど特に傷つきやすし\場所にはブラシを 
押しつけないでください。 


ボタン、 





延長管を取り外すと 
ブラシが出ます。 



収納フック 
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ワイド曲がるロング吸口 （ D - SH 6) 


•家具の上やすき間の奥まで届く、先が細 
い伸縮自在の吸口です。 


_延長管または手もと操作部に取り付けてご使用ください。 




A 注意 


傷を付けるおそれあり 
♦ピアノなど特に傷つきやすい場所には 
押しつけないでください。 



• ワイドブラシを取り外すとき 
は、ワイド曲がる□ング吸口 
を完全に伸ばし、強く引っ張 
つて <ださい。 

ワイトブフソ 


はどちら側で 
も取り付けら 
れます。 


m き ^^ 


下向き 

> 



手もと操作部 


•ワイドブラシのみを延長管または手もと操作部に 
取り付けることもできます。 



す？わ 


•ワイドブラシのみを延長管または手もと操作部に取り付けてご使用の際に、すき間 
(2 か所)とワイドブラシにごみが詰まった場合は、ごみを取り除いてご使用ください。 


_ 


參お掃除する場所に合わせ、様々な角度や長さに変えられます c 




けがのおそれあり 

•運転中に長さ調節ボタンを押さないでく 
ださい。ワイド曲がる□ング吸口が急に 
縮むことがあります。 

♦ワイド曲がる□ング吸口を縮めるときは、 

内パイプの凹凸部を持たないでください。 

手を挟むことがあります。 

•角度を変えるときは、回転部を持たない 
でください。手を挟むことがあります。 

♦ワイドブラシの吸込口に指を入れたまま回転させないでください。 

指を挟むことがあります。 吸込口 


回転部 



お掃除のしかた 
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イド曲がる□ング吸口 




ゆ 及 ロホルダー 延長管リ 

ワイド曲がるロング吸口の 
穴をストッパーに合わせて 
押し込む 




お掃除のしかた(続き) 




♦ワイド曲がる□ング吸口やワイドブラシ 
を使用するときは、高所から落下させた 
り、© の矢印の方向に無理な力を加えな 
いでください。破損するおそれがあります。 

•ワイド曲がる□ング吸口の長さを変える 
ときは、長さ調節ボタンを押しながら伸 
縮させてください。無理に引っ張るなど 
すると、破損するおそれがあります。 

•ワイド曲がる□ング吸口の差し込み側の角度を変えるときは、角度調節ボタンを押しながら角度を変えて 
ください。無理に曲げると、破損するおそれがあります。 

♦ワイド曲がる□ング吸口は水洗いができます。水洗い後は、十分に自然乾燥させてからご使用ください。 
水を吸い込むと、故障するおそれがあります。 

•ワイドブラシの先端や内側に綿などのごみが詰まっている場合は、吸込力が低下しますので、ごみを取り 
除いてください。 

•クルツとブラシにワイド曲がる□ング吸口またはワイドブラシを取り付けないでください。 

十分な吸込力が得られません。 

•吸込力調節リングで穴を閉じてご使用の際に、力ーテンや薄い力一ぺツトなどが吸いついて、ワイド曲がる 
□ング吸口を動かしにくい場合があります。その場合は、穴を開いてご使用ください。 


〇 


付属の吸ロホルダーを延長管に取り付けて、収納することができます。 

吸ロ ホルダーを 延長管に固定する 

吸ロホルダーの切り込みをフックの方に 吸ロホルダーをスライドさせて、フックに 

向けて、延長管のうしろ側からフックの 差し込み、止まるまで押し込む 

近くにはめ込む 


ワイド曲がる 
□ング吸 □ 
取り付け部 



延長管 
取り付け部 


切り込み 
(2 か所 L 



吸ロホルダー 



❷ 


ワイド曲がる□ング吸口を吸ロホルダーに取り付ける 


ワイド曲がるロング吸口を吸口 
ホルダーに入れる 


矢印の方向に回転させて 
はめ込む 


吸ロホルダーは、 
左右どちら側にも 
取り付けられます。 


C ストツ パー 




行 


a. 


H 

U 

\ 1 

y| 

| © 

/ \ 
3 
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み 
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1C 

引へ 


グし 
ン差む 
□、込 
るをし 
が起差 
曲突に 
ドの穴 
ィ□み 
ヮ吸込 



フックの上側から 


3 


フックの下側から m 
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すき間用吸口 


•狭いすき間や隅をお掃除する吸口です。 

お部屋の隅のお掃除に ソファーの隅などのお掃除に 


參延長管か手もと操作部にねじ込んでご使用 
ください。 




•左右いずれかのフックに差し込んで収納します。 


參下側に取り付けるときは、図の向きに付ける 
と落ちにくくなります。 



突起 


L 




あると便利な別売り吸口 


•付属の別売り部品接続用アタッチメントを使うと、 
別売りの吸口が使えます。 〈 P .31〉 
アタッチメントは、手もと操作部または延長管に 
取り付けてご使用ください。 



ふとん用吸口 （G -52) 

ふとんを傷めず、ダニ.ほこり • 
糸くずなどを吸し\取る吸口です。 
(「弱」運転でご使用ください） 
水洗いができます。 


はたき吸口 （D-H3) 

はたき感覚で、エアコン、ブラ 
インド、家具などをお掃除する 
吸口です。ブラシ部分は水洗い 
ができます。 


棚用自在吸口 (D-TJ2) 

吸口の角度を変えて、棚の上な 
どをお掃除する吸口です。 
水洗いができます。 




吸口の角度が 
変えられます。 



丸洗いフローリングヘッド （D-F3) 

フローリング、たたみに適した大きめの拭き専用 
ブラシ付きの吸口です。 

(「中」「弱」運転でご使用ください） 

水洗いができます。 



クルツと切替えブラシ吸口 

狭いすき間や隅をお掃除する吸口です。 
お掃除する場所に合わせて、 

先端の切替えブラシを装着 
でぎます。 


別売り部品接続用 
アタッチメントは 
必要ありません。 



お掃除のしかた 
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ごみの捨てかた 


參サイクロン式のクリーナーは、「紙パックがいらない」という特長を持つていますが、 
強い吸込力でお掃除していただくためには、こまめなごみ捨て、フイルターのお手入れ 
をおすすめします。 


•ダストケースのごみは、「ごみすてライン」を 
超える前に捨ててください。 

•お掃除が終わつたら、ダストケースを取り出し、 
「ごみすてライン」を5萑認してください。 



ZL 警告 


感電 • けがのおそれあり 

•ごみ捨ての際は、電源プラグをコンセントから抜いてください。 


ea 蹴〇 ♦ごみ捨ての際に細かなほこりが舞い上がることがあります。 

屋外など、換気のよい環境でごみ捨てをしていただくか、マスクを着用するなどして、ほこりを 
吸い込まないようご注意ください。 


ダストケースの取り出しかた 


〇 ふたクランプを外し、上ふたを 
開ける 



ダストケースを取り出す 

Q 本体の前側を g 上に引き上げる 

手で押さえる 


引ぎ上げる 0會 
集じん口 


押さえる 〇 



フイルター 
お手入れボタン 
(押さない） 

ごみ捨てホ'タン 
(押さない） 

ダストケース 


♦ダストケースを取り出すときは、「ごみ捨てボタン」や「フイルターお手入れボタン」を押さないでくだ 
さい。ごみがこぼれる場合があります。本体内•サイクロン室にごみがこぼれたときは、ごみを取り 
除いてから元どおりダストケースを取り付けてください。 

♦ダストケースを持つときや置くときは、集じん口を下に向けないでください。 

ごみがこぼれる場合があります。 


ごみすてラインの確認のしかた 


ea 應 in •「ごみすてライン」を超えてごみを吸い込んだ場合、サイクロン室側にごみがこぼれます。 
強い吸引力でお掃除していただくためにも、こまめなごみ捨てをおすすめします。 


ダストケースの窓から、ごみが「ごみすてライン」を超えていないか確認する 



•ダストケースのごみ捨ての際は、 11 「立体フイルター」と [2 「クリーン 
フイルター」のごみを捨ててください。 〈P.17、18〉 

_「ごみすてライン」を超えてごみを吸い込んだ場合、サイクロン室側に 
こぼれたごみを取り除いてください。 

_サイクロン室にごみが詰まった場合は、サイクロン室を取り外してお手 
入れしてください。 〈P .23〉 
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ダストケースのごみの捨てかた 


□] 「立体フイルター」のごみの捨てかた 

ごみを捨てる 

ダストケースを大きめのごみ袋などに入れ、ダストケースふたを 
下に向けてごみ捨てボタンを押す 



ごみ捨て 
ボタン 


ダスト 
ケース o ' た 

.ごみ袋 


❷ 


付着したごみを取り除く 

ダストケースふた底面に取 
り付けられているお手入れ 
ブラシを取り外す 


立体フイルターの目詰 
まりを取り除く 



お手入れブラシ 



❸ 


ダストケースふたを閉める 


△警告 


けがのおそれあり 

♦ごみを捨てるときは、ダスト 
ケース下部を持たないでくだ 
さい。 

手を挟むおそれがあります。 



♦ごみが出にくい場合は、ダス 
トケースの側面をたたくなど 
して振動を加えてください。 


△注意 


けがのおそれあり 

•ガラスの破片や虫ピンなど鋭 
利なものを誤って吸い込んで 
いる場合があります。けがを 
しないよう注意して取り除い 
てください。 




「カチツ」と音がするまで閉める 


ダスト 
ケ ー ス〇、た 



ごみの捨てかた 
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ごみの捨てかた(続き) 

0 「クリーンフイルター」のごみの捨てかた 

〇 


柄の円形部 


クリーンフイルターのチリを落とす 

お手入れブラシの柄の円形部を、 お手入れブラシの 

クリーンフイルターの白いひだ 
部分に押し当てながらチリおと 
しガイドにそわせて、左右に5 
往復程度動かす 


■h \ I 一、•/ノ II ,心一 



肩 


IIT 

.ヵリヵリッ^^ 

i 





•これによりクリーンフイルター 
が振動し、付着したチリがダス 
トケース内に落ちます。 


ごみを捨てる 

ダストケースを大きめのごみ袋などに 
入れ、クリーンフイルターを下に向け 
てフイルターお手入れボタンを押す 

•クリーンフイルターを軽くたた 
いて付着したごみを落としてく 
ださい。 


付着したごみを取り除く 

クリーンフイルターの奥にたまった 
ごみをお手入れブラシで取り除く 



クリーンフイルターチリおとしガイド 柄の円形部 

ligMI ♦柄の円形部を強く押し当てすぎ'るとクリ- 
ン フイ ルター が破れる ことがあります。 
軽く押し当ててください。 





¢1 クリーンフイルターを閉め、お手入れブラシを取り付ける 

「カチッ」と音がするまで閉める ダストケースふた底面にお手入れブラシを 

取り付ける 




お手入れ 
ブラシ 
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ペー八°一の取り付けかた 


•ティッシュぺーパーを使用すると、ごみ捨てがさらに簡単 • 清潔に 
なりますのでおすすめします。 

•ティッシュペーパーの種類や取り付け状態によっては、ティッシュ 
ペーパーが破れることがありますが異常ではありません。 

•ごみ捨て日寺にテイツシュペーパーが破れていても異常ではありません。 



立体 フイルター 

テイツシユ 
ペー パーに 
包まれたごみ 


tfSiilil •ティッシュべーパーは、一辺の長さが 20 cm 程度以上で2枚重ねのものをご使用ください。 
•ぬれたティッシュペーパーは使用しないでください。 

•立体フイルターにごみが付着している場合は、付属のお手入れブラシで取り除いてください。 


〇 


ティッシュぺーパーを広げて、立体フィルター 
にのせる 

ティッシュペーパーの端を、立体フィルターの上端から 
3cm 程度はみ出すようにのせる 


❷ 



テイツシュペーパーの上端を立体フイルターに固定する 


立体フイルターの上端をテイツシユ 
ぺ一 JK 一と一緒につまむ 


P 立体フイルターを押し込み、溝をケースのふち 
に引っ掛ける 


❸ 




テイツシュペーパーを立体フイルターの内側にそわせる 


ティッシュペーパーの下端を 
立体フイルターの下端に合わ 
せる（中央をたるませる） 


P テイツシュペーパーを 立体 フイルターの 奥まで 
押し込む 


/ C るか 



❹ 


下端を 

合わせる 


ダストケースふたを閉める 


立体フイ ルター 
にそわせる 

奥まで押し込む 


手で押さ 
又たまま 


ダスト 
ケース〇、た 



►テイツシユぺーパーを強 
く押し込むと、立体フイ 
ルターの溝がダストケー 
スのふちから外れる場合 
があります。ティッシュ 
ペーパーはそっと押し込 
んで < ださい。 


►テイッシュペーパーがダ 
ストケースからはみ出し 
ていても問題ありません。 
►テイッシュぺーパーを使 
用した場合、吸込仕事率 
が 5 W 程度下がります。 


ごみの捨てかた 
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ごみの捨てかた(続き) 


ダストケースの取り付けかた 


ダストケースを奥まで入れて、上ふたを閉める 



tiaiMO •ダストケースを取り付けない状態での運転を防ぐため、ダストケースが奥まで入っていない 
状態では上ふたが閉まりません。 

•ダストケースが奥まで入っていない状態で上ふたを無理に押さえると、上ふたが破損する 
おそれがあります。また、その状態で本体を運転した場合、ダストケース付近から「ピー」と 
いう異音がすることがあります。ダストケースはしっかり奥まで入れてください。 
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あとかたづけ 


電源コードの巻き取りかた 


電源ブラグを持って、電源コード巻き取りボタンのマーク部 （(j§)) 
を押しながら、電源コードを巻き取つてください。 


A 注意 


けがをする • 家具に傷を付けるおそれあり 

♦電源プラグを抜くとき • 電源コードを巻き取る 
ときは、電源プラグを持ってください。 



電源コード 
巻き取りボタン 


収納のしかた 


〇 延長管を縮めて 〈P.6〉、 取り付け溝 
にホーススタンドを差し込む 


クルツとブラシを 
パワーへッド側に 
取り付けているとぎ 
<P.12> 

©の 取り付け溝に 


クルツとブラシを 
手もと操作部側に 
取り付けているとぎ 
<P.12> 

©の 取り付け溝に 




ホースを 延長管 
に巻きつける 



さらにコンパクトに収納したいとき 


參手もと操作部を延長管から外してください。 〈P.2、3〉 


サツと収納 


ン八°クト収納 


ホースを 延長管に巻き 
つけて、延長管に収納 
フックを引っ掛けてく 
ださい。 




ホースを 延長管に巻きつ 
けて、差し込み穴にスタ 
ンドフックを差し込んで 
ください。 


1 

) スタンド 
/フック 

差し込み穴 


与 



収納フック 


•サツと収納のときは、 
収納フックを手もと操 
作部の先端側へ移動し 
てご使用ください。 



4又糸内フック 


• クルツとブラシを取り 
付けるときは、収納フツ 
クをホース側に移動し 
てください。 



ク J レツと 
ブラシ 


小一 人 
4又糸内フック 


A けがのおそれあり 

/ •収納状態のままで持ち運ぶと、_ホースや延長管が外れることがあります。 


fsim •ストーブの近くや直射日光が長時間当たるなど、高温になる場所での収納はしないでください。 
ホースの変形や故障の原因となります。 

•ホースがつぶれたり、折れ曲がるなど、変形するような状態での収納はしないでください。 
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吸込力が弱くなつたら 

「本体のランプが赤点滅した」、「吸込力が弱くなつた」とき 


•ダストケース•サイクロン室 • 各フイルターをお手入れしてください。 

參強い吸込力でお掃除していただくため、こまめなお手入れをおすすめします。 


•各フィルターを水洗いしたときは、十分に自然乾燥させてください。 

クリーンフィルターの乾燥には約12時間必要です。（乾燥時間は、環境や季節によって異なります） 

♦お手入れの際に細かなほこりが舞い上がることがあります。 

屋外など、換気のよい環境でお手入れをしていただくか、マスクを着用するなどして、ほこりを 
吸い込まないようご注意ください。 


ダストケース 


❶ 


立体フィルターを取り外す 

ダストケースふた、 

クリーン フイ ルター 
を開けて、立体フィ 
ルターの 「押す」刻印 
部を指で押す 

ダストケース 
ふた 



クリーン 
フイルター 


立体 フイルター 
の枠を持ち、ダ 
ストケースふた 
側から引き出す 



ダスト 
ケース 
ふた 


けがのおそれあり 

A •分解するときは、「押す」刻印部を押してください。 

^ •ガラスの破片や虫ピンなど鋭利なものを誤って吸い込んでいる場合があります。 

けがをしないよう注意して取り除いてください。 



ダストケースを水洗いする 

•クリーンフイルター 
のひだの奥にたまつ 
たごみを水で流して 
ください。 

•取り外してお手入れ 
することもできます。 

< P .18> 

クリーンフイルター 



•立体 フイルター を 
水洗いする 



•ケースを水洗い 
する 



ca 酿〇 •立体フイルターを強く押して洗わないでください。破損の原因となります。 


© 立体フィルターを取り付ける 

立体フイルターのべースをケースの溝に 
差し込む 



立体フイルターを元どおり取り付ける 


ストツパー 



立体フイ ルター の 
ストッパーを押し 
込む 
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o 


フイルター（アレルオフフイルター） 


フイルターカバーを取り外し、フイルターを 
取り出す 



❷ 


水で軽く押し洗いする 



フイルターカパ'—フイルター 


サイクロン室 


〇 


取り外しボタン(青いボタン）を押して 
収納八ンドルを立ち上げる 

収納ハンドル 


❷ 


•たたいて水気を切り、 
自然乾燥させます。 


サイクロン室を取り外す 




❸ 


サイクロン室のふた(内筒)を開ける 

□ お手入れボタンを 収納ハンドルを持って 

午印右向 I 「引く 


ふた（内筒)を開ける 



❹ 


m サイクロン室を水洗いする 



♦付着しているごみは軽く落としてから水洗い 
してください。 


稅蹴〇 •開けるときにごみがこぼれる場合があります。 
新聞紙などの上で開けてください。 


△注意 

けがのおそれあり 
•ガラスの破片や虫ピンな 
ど鋭利なものを誤って吸 
い込んでいる場合があり 
ます。けがをしないよう 
注意して取り除いてくだ 
さい。 


♦取り外してお手入れすることもできます。 

90°開く 矢印方向に取り外す 



•お手入れ後は、取り外した逆の手順で 
取り付けてください。 


吸込力が弱くなつたら 
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吸込力が弱くなつたら(続き) 

よく乾かしてから、ふた(内筒)を閉める 




•「カチツ」と音がするまで押し込んで 
<ださい。 


g ! Sk 沿 B •ふた（内筒）はしっかりと閉めてください。しっかりと閉まっていなし\状態で本体を運転した 
場合、サイクロン室付近から「ピー」という異音がすることがあります。 


サイクロン室を本体に取り付ける 

サイクロン室の「青色部」を本体の取り外し 
ボタン（青いボタン）に合わせて置く 


収納ハンドルを「カチツ」と音がするまで 
「青いボタン」の下に押し込む 



tiS 廟10 •洗剤、漂白剤などを使用したり、洗濯機で洗ったりしないでください。また、ヘアードライヤーなどの 
熱風で乾燥させないでください。性能の低下や変形の原因となります。 

•付着しているごみは、軽く落としてから水洗いしてください。 

♦付属のお手入れブラシ以外のブラシは使用しないでください。破損の原因となります。 

•水洗い後は十分に自然乾燥させてから取り付けてください。 

ぬれたままでご使用になると、フイルターが早期に目詰まりし、吸込不良や異臭発生の原因となります。 
♦ダストケース.サイクロン室および各フイルターは、取り付けて運転してください。 

モーター部にごみが侵入すると、本体内部の フイ ルターが目詰まりして、本体から異音が発生する 
ことがあります。その場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。 ( P .30) 

•各 フイ ルターを水洗いしても吸込力が弱い場合は、クリーン フイ ルターなどの劣化が考えられます。 
取り替えをご希望される場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。 ( P .30,31) 
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お手入れのしかた 


本体 • 標準付属品 • 付属応用部品 


•汚れが気になるときはお手入れしてください。 


水を含ませたやわらかい布を 
よく絞ってからふいてください, 



♦ベンジン、シンナー、アル]-ル、洗剤などを使用しないでください。 
ひび割れや変色の原因となります。 


パワーへツ 


♦吸込力が弱くなつたり、汚れが気になるときはお手入れしてください。 

參定期的なお手入れ(月1回程度)をおすすめします。 

持ち上げ停止スイッチ、回転ブラシ、から拭きブラシ、ハケ、車輪、空気取り入れ口、回動部にごみが付着して 
いると、吸込力の低下や故障の原因となります。 


CSD ♦パワ-ヘッドは、延長管や手もと操作部から取り外してお手人れしてください。 


付着したごみを取り除く 
付着したごみを、すき間用吸口を使って吸い取ってください。 



車輪に絡みついたごみを取り除く 
ピンセツトなどで取り除いてください。 



r 

A 注意 

ゆか面に傷を付けるおそれあり 

•車輪にごみが絡みつくと、車輪が磨耗する原因となります。 

♦車輪、ハケ、回転ブラシが磨耗しているときは、お早めにお買い上げの販売店にご相談ください。 
( P .30,31 > (車輪、ハケ、回転ブラシは同時交換をおすすめします） 

ベ S , 

¢5鹿 tm •持ち上げ停止スイッチに無理な力を加えないでください。破損の原因となります。 

ぐ j 


吸込力が弱くなつたら 


お手入れのしかた 
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お手入れのしかた(続き) 




ga 祖〇 •洗剤、點剤などを使用しないでください。 

変色、変形などの原因となります。 

•回転ブラシを水洗いした場合は、十分に自然乾燥させてから取り付けてください。 



ブラシホルダーを取り付ける 

つめを引っ掛ける 


ブラシホルダーを取り付ける レバーを閉める 





































故障かなと思ったら 


修理を依頼される前に 

f 次の点をもう一度お調べください I 


保護装置力 q 動いている場合があります。次の直しかたにより保護装置を解除してください< 






約5分後〜60分後に保護装置が解除され、再びご使用いただけます。 


回転ブラシに 
挟み込んだ異 
物を取り除く 

< P .25、26〉 


ホース •延長管 
に詰まったご 
みを取り除く 


吸込口をふさ 
いでいるもの 
を取り除く 


ごみ捨て/フイル 
ターの お手入れ 
をする 

〈 P .17、18'22 〜24〉 


源プラグをコンセントから抜く 


「切 J スイッチを押し、 


パワ - A ッドの酿ブラシが回転しない 


本体が運転できない 


本体が運転できない、パワーへッドの回転ブラシが回転しなし、 


お手入れのしかた 


故障かなと思つたら 


直しかた 


保護装置と原因 
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P.16 

s 

P.20 


P.23 

P.24 

P.13 


P.6 

P.2 

P.3 

P.10 

P.22 

s 

P.24 

P.22 


故 fe かなと思ったら (続き) 


■その他の症状 


確認するところ 


直しかた 


吸込力が弱い 


( 1 ) ダストケースのごみがいっぱい 
になっていませんか。 

(2) 各フイルターにごみが付着して 
いませんか。 

(3) 延長管、ホース、つぎてにごみ 
が詰まっていませんか。 

(4) パワーへツドにごみが詰まって 
いませんか。 

(5) サイクロン室にごみが詰まって 
いませんか。 


(1) 立体フイルターとクリーンフイ 
ルターのごみを捨ててください。 

(2) 各フイルターのお手入れを 
してください。 

(3) ごみを取り除いてください。 

(4) ごみを取り除いてください。 

(5) ごみを取り除いてください。 


ワイド曲がる□ング吸口を使用したお掃除の場合、吸込力調節リングで 
吸込力を調節できます。 

延長コードを使用したり、ほかの家電製品と同一のコンセントをご使用に 
なると、電源電圧の低下により、早期に本体のランプが赤点滅する場合があり 
ます。定格1 5 A 以上-交流1 00 V のコンセントを単独でご使用ください。 


急に吸込力が弱くな 
り、しばらくすると 
回復する 


>パワーへッドを押しつけたり、ふ 
さぐようにして薄い力ーペット、 
毛足の長いじゆうたんなどをお掃 
除していませんか。 

>ワイド曲がる□ング吸口、クルッ 
とブラシ、すき間用吸口を力ーテ 
ンなどに押しつけたりふさぐよう 
にしてお掃除していませんか。 


本体モーターの過熱防止のため、自 
動的に電力を抑える運転をしていま 
す。異常ではありません。 

♦回復しにくい時は、スイツチを切って 
から、もう一度運転をしてください。 
♦回復後、パワーへツドは力を入れ 
ず、すべらせるように軽く動かし 
てください。 


本体が運転しない 


(1) 電源プラグがコンセントにしつ M 、丨+生！、スム了ノナ、'七、 

かり差し込まれていますか。 ⑴しっかり差し込んでくたさい。 

(2) 本体にホースが確実に差し込ま （2) 「カチッ」と音がするまでしっか 

れていますか。 り差し込んでください。 


(3) 上ふたが開いていませんか。 （3) 上ふたを閉めてください。 


本体の運転が止まる 

排気や本体があたたか 
くなる(特に夏場） 


排気から異臭が出る 


本体のランプが緑点滅していませ 自動停止中です。 

んか。 異常ではありません。 

空気の流れで本体モーターを冷却しているためで、異常ではありません。 

(1) フイルターにごみが付着してい （1) 各フイルターのお手入れをして 

ませんか。 ください。 

(2) 水洗い後のフイルターの乾燥が （2) 水洗い後は、十分に自然乾燥さ 

不十分ではないですか。 せてください。 


2 4 56 
2〜2 | 22 

p p PP 
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自動スパイラル除じん 
機構が作動しない 


上ふたが閉まらない 


本体から異音がする 


(2) 上ふたが開いていませんか。 


(3) 自動スパイラル除じん機構「切」 
に設定していませんか。 

本体にダストケース•サイクロン室 
が確実に取り付けられていますか。 


(2) 上ふたを閉めてください。 

(3) 「切」スイツチを長押し （5 秒以上） 
して、自動スパイラル除じん機構 
「入」の設定に切り替えてください。 


確実に奥まで取り付けてください。 


本体内部のフイルターが目詰まりした場合、本体から異音が発生すること 
があります。お買い上げの販売店にご相談ください。 


P.20 

P.24 


P.30 


確認してもまだ異常がある場合 


ご自分で修理をなさらないで、お買 
し、上げの販売店へご相談ください。 


(1) 本体に本体つぎてが確実に差し 
込まれていますか。 


(1) 「カチッ」と音がするまで、しっか 
り差し込んでください。 


確認するところ 


直しかた 


(1) パワーブラシが「切」設定になつ （1) もう一度、「パワーブラシ切/入」 


ていませんか。 

(2) 本体、ホース、延長管、パワーヘッド 
などがしっかり接続されていますか。 


パワーへッドの回転 
ブラシが回転しない 
または回転しにくい 


► (3 


) パワーへッドがゆか面から浮い 
ていませんか。 


パワーモニターが点灯 
しない 


ダストケース • サイク 
ロン室付近から「ピー」 
という異音が出る 


電源コードが全部入ら 
ない、または引き出せ 
ない 

クルツとブラシの 
ブラシが出ない 


► 

► 


(4) 回転ブラシ、空気取り入れ口、持 
ち上げ停止スイッチなどにごみ 
などが付着していませんか。 

(5) 延長コードを使用したり、ほか 
の家電製品と同一のコンセントを 
使用していませんか。 

パワーブラシが「切」設定になって 

いませんか。 

(1) 本体にダストケース.サイクロ 
ン室が確実に取り付けられてい 
ますか。 

( 2 ) サイクロン室のふた(内筒)が確実 
に閉められていますか。 


スイツチを押してください。 

(2) しっかりと接続してください。 

(3) ゆか面から浮かせると止まる 
構造になっています。 

(4) ごみを取り除いてください。 


(5) 定格15八以上，交流1 00 V の 
コンセントを単独でご使用くだ 
さい。 

もう一度、「パワーブラシ切/入」 
スイツチを押してください。 

(1)5 崔実に奥まで取り付けてくだ 
さい。 


(2) 確実に閉めてください。 


電源コードが片寄って巻き込まれたり、よじれたりしていることがあります。 
電源コード巻き取りボタンを押しながら、電源コードを「巻き取る」「引き出す」 
動作を数回繰り返してください。そのあと、黄印まで引き出してよじれを直し 
てから、もう一度巻き込んでください。 


内部にごみが詰まっていませんか。 


ごみを取り除いてください。 

ブラシに付着したごみは「すき間用 
吸口」で吸い取ってください。 


P.7 

P.2 

P.3 

P.1 1 


P.25 

P.26 


P.7 


P.20 

P.24 


P.24 


故障かなと思つたら 



p P 
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アフターサービスと 保証 


使用中に異常が生じたときは 


「故障かなと思ったら」 〈 P .27 〜29〉 をご確認のあと、それでも故障と 
思われる場合には、ご自分で修理をなさらないでお買い上げの販売店に 
ご相談ください0 

•修理を依頼されるため、掃除機を販売店にお持ちの際は、標準付属品 
(ホース、延長管、パワーヘッド）もご一緒にお持ちください。 


お知らせいただきたい内容 

1型式— CV - SR 3300 
2症1犬一できるだけ詳しく 


一般家庭用以外でご使用になると 


•共同(寮など)でご使用になるなど、一日の使用時間が一般家庭に比べて極端に長い場合には、短時間で部品の交換 
(パワーへッドなど)が必要になることがあります。お買い上げの販売店にご相談のうえ、定期的な点検をなさつ 
てご使用になることをおすすめします。 ( 

•このような場合は、保証期間中でも有料になることがあります 。I 


※この掃除機は家庭用です 


転居される場合 


•ご転居により、お買い上げの販売店のアフターサー 
ビスを受けられなくなる場合は、前もつて販売店に 
ご相談ください。ご転居先での日立の家電品取扱店 
を紹介させていただきます。 

♦電源周波数の異なる地区へのご転居に際しても、部 
品の交換は不要です。 


部品の保有期間について 


この掃除機の補修用性能部品の保有期間は、 

製造打ち切り後6年です。 

補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するため 
に必要な部品です。 


愛情点検 



★長年ご使用の掃除機の点検を 

ご 使用の 際、 
このような 
症状はあり 
ませんか7 

#スイッチを押しても、運転しない 
•電源プラグやコードを動かすと、通電 
したりしなかったりする 
•運転中、時々止まる 
•運転中、異常な音がする 
•本体が変形したり、異常に熱い 
•ホースが破れている 
•こげくさい“におい”がする 
•その他の異常がある 

► 

ご 使用 
中止 

事故防止のため、 
すぐにスイツチを 
切り、電源プラグ 
を抜いて、販売店 
へ点検.修理を依 
頼してください。 


日立家電品についてのご相談や修理はお買い上げの販売店へ 

なお、転居されたり、贈物でいただいたものの修理などで、ご不明な点は下記窓口にご相談ください。 


ホームぺージに「よくあるご質問」について記載しておりますので、ご活用ください。 

http://kadenran.hitachi.co.jp/q_a/index.html 


修理などァフターサービスに関するご相談は 
エコーセンターへ 

TEL 0120 -31 21 -68 
FAX 0120-3121-87 

(受付時間）9:00〜19:00 (365 日) 
携帯電話、 PHS からもご利用できます。 


商品情報やお取り扱いについてのご相談は 
お客様相談センターへ 

TEL 0120 -3121-11 
FAX 0120 -31 21 -34 

(受付時間）9:00〜 17:30( 月〜土)、9:00〜 17:00( 日■祝 
日)年末年始は休ませていただきます。 

携帯電話、 PHS からもご利用できます。 


保証について 


•この商品は保証書付きです。 

保証書は販売店で所定事項を記入してお渡しいたします。記載内容をご確認いただき、大切に保存してください。 


保証期間 

お買い上げ日から1年間です。 1 

f 保証期間中でも有料になることがありますので、 ） 
1保証書をよくお読みください ) 

1 

保証期間中は 

修理に際しましては、保証書をご提示ください。 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。 

保証期間が過ぎ'て 
いるときは 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料で修理させていただきます。 


•「持込修理」および「部品購入」については、上記サービス窓口にて各地区のサービスセンターをご紹介させていただきます。 

•お客様が弊社にお電話でご連絡いただいた場合には、正確にご回答するために、通話内容を記録(録音など)させていただくことがあります。 
•ご相談、ご依頼いただいた内容によっては弊社のグループ会社に個人情報を提供し対応させていただくことがあります。 

•修理をご依頼いただいたお客様へ、アフターサービスに関するアンケートハガキを送付させていただくことがあります。 
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別: 7 B り部品 


日立の家電品取扱店でお求めください。 

価格は、2010年7月現在の消費税率を基に総額表示を行っています。 


•別売り吸口もご使用いただけます。 〈P .1 5〉 


ふとん用吸口 
( G -52) 


T • 棚 ■ 



希望小売価格 
1,785円 
(税抜1,700円） 



希望小売価格 
3,990円 
(税抜3,800円) 


棚用自在吸口 
( D - TJ 2) 

丸洗いフ□-リングヘッド 

( D - F 3) 

クルツと切替えブラシ吸口 



サービスパーツ CV-PL8-009 



クルツと切替えブラシ吸口 



とご指定ください 

希望小売価格 

希望小売価格 

希望小売価格 

1,260円 

5,250円 

1,050円 

(税抜1,200円） 

(税抜5,000円) 

(税抜1，〇00円） ) 


•付属応用部品や、補修用性能部品もお買い求めいただけます。 


ワイド曲がる□ング吸口 


ワイドブラシ 


吸ロホルダー 



サービスパーツ CV-SR 3300 -041 
ワイド曲がる□ング吸口 （D-SH6) 
とご指定ください 

希望小売価格 
5,250円(税抜5,000円） 


お手入れブラシ 



サ- 


■ビスパーツ CV-SR 3300 -042 
ワイドブラシ (SH6) 

とご指定ください 

希望小売価格 
1,575円(税抜1,500円） 


サツと八ンドル 



サ- 


.ビスパーツ CV-RP2100-019 
スイクチホルダー (SH5) 

とご指定ください 

希望小売価格 
315円(税抜300円） 


クルツとブラシ 



サ_ ビスハ°_ツ CV-SR 3300-001 
お手入れブラシとご指定< ださい 

希望小売価格 
420円(税抜400円） 


すき間用吸口 



サー ビスパーツ CV-SJ8-006 
サツとハンドルとご指定ください 

希望小売価格 
1,050円(税抜1,000円) 


別売り部品接続用アタツチメント 



サー ビスパーツ CV-SJ9-020 
クルツとブラシとご指定ください 

希望小売価格 
2,100円(税抜2,000円） 


クリーンフイルター 



サービスパーツ CV-SJ10-030 
すき間用吸口とご指定ください 

希望小売価格 
315円(税抜300円） 


回転ブラシ 



サービスパーツ CV-SM1 0-033 
アタッチメント (SM) とご指定ください 

希望小売価格 
315円(税抜300円） 


ブラシホルダー（八ケ） 



サービスハ°_ッ CV-SR 3300 -022 
B フイルタークミ SR とご指定ください 

希望小売価格 
1,050円(税抜1,000円) 



サ_ ビスハ°_ツ CV-SR3300-040 
□—タリブラシクミ （AP29) 

とご指定ください 

希望小売価格 

2,520円(税抜2,400円）— 



サ_ビスハ°_ツ CV-SR3300-036 
ジクウケカバ'—し R セツト （AP29) 
とご指定ください 

希望小売価格 
315円(税抜300円） 



サー ビスハ°_ツ CV-SR3300-035 
□—ラ L セッ ト （ AP 29) 

とご指定ください 

希望小売価格 

840円(税抜80◦円）^ 


•上記希望小売価格は、価格改正に伴い変更する場合があります。 

#車輪 • ハケ • 回転ブラシを交換する場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。 

お客様のご要望により部品交換いたします。部品交換には、部品代のほかに交換作業費がかかります。 
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アフタ I サ I ビスと保証別売り部品 



















































仕様 


付属応用部品 


サツと八ンドル . 

お手入れブラシ . 

クルツとブラシ . 

すき間用吸口 . 

曲がる□ング吸口 ( D - SH 6) — 

ワイドブラシ ( SH 6). 

吸ロホルダー . 

別売り部品接続用アタ ツチ メント 
テイツシユぺ—ハ— . 


標準付属品 


ホース . 1本 

パワーヘッド . 1個 

延長胃 . 1本 


本体寸法 長さ 405 mmx 幅 276 mmx 高さ 284 mm 


電 源 

100 V 50-60 HZ 共用 

消費電力 

1000 W 〜約200 W 

吸込仕事率 

450 W 〜約 50 W 

運転音 

53 dB 〜約 49 dB 

集じん容積 

0.4 L (ごみすてラインまで） 

コードの長さ 

5 m 

質 量 

7.1 kg (標準付属品を含む） 


※吸込仕事率は、テイツシュぺーパー非装着時のものです。 


#日立アプライアンス株式会社 

亍 105-8410 東京都港区西新橋 2-15-1 2 


3- M 7887-1 A 
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F0(H) 


お客様メモ 

後日のために記入して 
おいてください。 

サービスを 依頼され る 
とき、お役に立ちます。 

V _ 

購入店名 

電話 



ご購入年月日 

年 

月 

日 






固固固固固® pi 固枚 
^— ^— ^— ^— \— ^— ^— ^— ^— 



























